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2.調 査法:調 査は秋学期最後の 「心理学中級
実験」の時間内に調査用紙を配り、実験の合間
に回答をさせ、授業時間内に回収 した。調査用


















調査2:臨 床心理学科生 と他の学部 ・学科の学
生の意識を比較するために、臨床心理
学科生以外の学生への調査を行った。
1,調 査対象者:佛 教大学文学部生(社 会学部




科生40名(平 均年齢20.2歳)を 比較対照 とし
た。臨床心理学科生40名 も男子学生のみで、調




目の授業の中で調査 を行い、す ぐに回収 した。
臨床心理学科の2回 生の調査 も同時期に 「心理
学初級実験」の授業の中で、実験の合間の時間





















質 問1(出 席が生活の中で何番 目か)の 回答
(臨床心理学科生)
(頻度の多 いもののみ提示)
何番目 男子学生(%) 女子 学生(%)
1番 目 20 33.3
2番 目 24 41.7
3番 目 28 19.4
表2









上 に な る こ と も あ る)。 た だ し、男 子 学 生 は
56%で あ っ た が、 女 子 学 生 は72.2%で 、 圧 倒 的
に女 子 学 生 は授 業 の 内 容 を重視 して い る と言 え
よ う。
次 に、 表3は 授 業 の 内 容 が わ か らな い と きの
対 処 法 の 結 果 で あ る、 男 女 と も 「友 人 に聞 く」
が 最 も 多 く、 ま た 男 女 間 で 有 意 差 が あ っ た
(ウ ィル コ ク ソ ン検 定;W=668.500,P<.019)。
教 員 に は 聞 き に くい こ とが 明 白 に示 され て い
る。
表3

















55.6%で 最 も多 く、一方、男子学生はイヤイヤ
聞くのが最 も多かった。「他の科 目の レポー ト
など、別 のことをする」が男子学生 は3番 目
に、女子学生は2番 目に多い回答であったが、














































質 問6(授 業 に遅刻す る時は どのよ うな理由か)の
回答(臨 床心理学科生)
男子学生(%) 女子 学生(%)


































質問8(卒 業論文 について)の 回答(臨 床心理 学科 生)
男子学生(%) 女子学生(%)





テーマ に沿 って ま
とめる
28 16.7






























1番 目 25 22.5
2番 目 30 35



































るが、や は り、「友人 に聞 く」が最 も多 かっ
た。 しか し、この対処法は臨床心理学科生の方























































表16は 大学入学 の 目的を問 うた結果 であ
るが、臨床心理学科生は 「学問 ・研究のため」











































2倍 の回答が 「学問 ・研究のため」であるのは
少々意外な結果である。






の 回答 が圧 倒 的 に臨床 心理 学科生 に多 く
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(W=1360.00,P<.003)、 他 学 部 生 の 最 も多 い 回
答 で あ る 「自分 に合 っ た教 員 を選 び た い 」 と結
果 が か な り異 な って い る。 臨 床 心 理 学 科 生 は
「自分 の や りた い テ ー マ 」 に 対 す る こだ わ りが
大 きい の で あ ろ うか 。
表17








































































関田、2003)で は、熱心な学生 は 「授業 には
出席するものだと思っている」、「授業内容が面




査では 「興味ある授業 とはどのような ものか」
の質問2と 比較する と、「内容に興味がある」
が圧倒的に多 く、次に 「教員の話が上手」 と続
大学生の授業への意識調査
く結果と同 じような意味があると見 られる。た
だ 「面白い」という意味が 「興味がある」 と解
釈 してよいのかどうかは明らかでない。本調査
では、「面白い」 とい うことを 「笑えるほど面
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ものでなかった。3回 生 を中心にした調査 で
あったので、臨床心理学科の授業内容に慣れて
きたことも、新奇的な結果が出なかった一因か
もしれない。また、臨床心理学科の授業内容は
文系よりも、理系 に近いことを考慮すると、理
系の他学部生のデータとの比較 も必要であると
思える。ただ、学生のニーズが様々であること
は別にして、学生の授業への態度の問題は、学
生に 「媚びる」ことのない教員の側の誠実さ、
熱心さがかなりの鍵を握っているのではないか
と筆者は考えている。
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